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1. 目的 

風力発電施設から発生する騒音等の評価手法に関する検討会では、一般的な風

力発電施設からの騒音の測定手法等について幅広く検討を実施しているところ

であるが、風力発電施設から発生する騒音のメカニズムについて把握し、対策技

術の進捗状況についても十分に把握することは、今後の検討および施策検討にお

いて必要不可欠である。 
そこで、風力発電施設の騒音発生メカニズム等について把握し、対策技術の進

捗状況について知見を収集するため、風力発電施設に係る騒音対策技術等に関す

る分科会（以下「分科会」という。）を設置する。 
 
2. 調査検討内容 

風力発電施設から発生する騒音について、機器別の騒音発生メカニズムおよ

び施設における騒音対策技術等の現状等について情報収集･調査検討を行う。 
 
3. 組織等 

(1) 分科会は、学識経験者等のうちから風力発電施設から発生する騒音等の評価

手法に関する検討会(以下、｢検討会｣という。)座長が招集する者をもって構成

する。 
(2) 分科会に検討会座長が指名する主査を置き、主査は分科会の会務を総理する。 
(3) 分科会において特別な事項を検討する必要がある場合には、必要に応じて学

識経験者等、検討事項に関連ある者を出席させることができる。 
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4. 会議の公開等 
(1) 本分科会は原則として公開とする。ただし、特定の者に不当な利益若しくは不

利益をもたらすおそれのある場合は、主査の判断により非公開とすることがで

きる。 
(2) 本分科会における配付資料は、会議終了後原則として公開するものとする。た

だし、公開することにより、公正かつ中立な審議に著しい支障を及ぼすおそれ

がある資料又は特定の者に不当な利益若しくは不利益をもたらすおそれのある

資料は「分科会限り」である旨明記し、非公開とすることができるものとする。 
(3) 議事録は、公開するものとする。ただし、公開することにより、特定の者に不

当な利益若しくは不利益をもたらすおそれのある場合は、非公開とすることが

できるものとする。なお、議事要旨については分科会終了後公開するものとす

る。 
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